
【重版記念トークショー 札幌紀伊国屋書店 2026.6.27】 

 

 林美香子編著「農都共生ライフがひとを変え、地域を変える」(寿郎社)が重版にな

ったことを記念して開催されたトークショーには、たくさんの皆様にお集まりいただき、 

熱心にお聞きいただきました。どうもありがとうございました。 

「食と農にかかわるウェルビーイングな暮らし方」をテーマにしたトークショーで、最

初に、林代表が本の内容をダイジェストにして紹介しました。 

後半、この本の中で、半農半 X として紹介されている富良野の半農半画家イマイ

カツミさんがゲストとして登壇。富良野に移住することになった経緯や、富良野の風景

に魅せられて移住した話などが披露されました。アスパラ栽培やワイン用のブドウ栽

培など、農業をしながら水彩画を描き続ける充実した暮らしぶりなど、農村での「ウェ

ルビーイングな暮らし方」が紹介されました。 

「農業は体力を使い、スポーツに似ている。辛いけど楽しく、やりがいがある」など

ユーモアを交えた話に、会場は和やかな雰囲気に包まれました。富良野など農村地帯

を訪れてみたいと感じた参加者も多かったのではないかと思います。 

 質疑応答の時間では、参加者の札幌新琴似のふぁーむ村田の村田拓一さんから、

「近くの小学校で続けている食農教育の素晴らしさと農家としてのやりがい」の話と

共に、「近くの農家を訪ねてみてください」という呼びかけもありました。 

 トークショーの終了後、サイン会と同時に、名刺交換や農に関する情報交換が続く

など、有意義なイベントとなりました。 

 

 



 

 

 



 

 

 


